
日本気象学会および関連学会行事予定

行事名 開催年月日 主催団体等 場所 備考

第６回データ同化ワーク
ショップ

2016年２月１日 データ同化研究連絡会，
海洋研究開発機構，統計
数理研究所

海洋研究開発機構横
浜研究所三好記念講
堂（神奈川県横浜市
金沢区昭和町3173-
25）

第20回「震災対策技術展」
横浜―自然災害対策技術展
―

2016年２月４，
５日

(主催)「震災対策技術展」
横浜実行委員会
(後援)日本気象学会

横浜国際平和会議場
（神奈川県横浜市西
区みなとみらい1-1-
1）

http://www.shinsaiexpo.
com/yokohama/

第 ３ 回 W W R P  R D P
 

T O M A C S 国 際 ワーク
ショップ

2016年２月４，
５日

気象研究所，防災科学技
術研究所

気象庁講堂（東京都
千代田区大手町1-3-
4）

http://www.mri-jma.go.
jp/Topics/H27/271102

tomacs/FirstCircular-

TOMACS-RDP-2016 hs6.

html

第10回航空気象研究会 2016年２月９日 航空気象研究連絡会 気象庁講堂（東京都
千代田区大手町1-3-
4）

「天気」62巻12号

第13回天気予報研究会 2016年２月19日 天気予報研究連絡会 気象庁５F大会議室
（東京都千代田区大
手町1-3-4）

「天気」62巻12号

第31回北方圏国際シンポジ
ウム「オホーツク海と流氷」

2016年２月21
～24日

紋別市 紋別市民会館（北海
道紋別市潮見町1-4-
3），紋別市文化会館
（幸町3-1-8）

データシェアリングシンポ
ジウム「科学の発展への起
爆剤」～データ駆動型科学
の推進に向けて～

2016年２月29日 科学技術振興機構 学術総合センター一
橋記念講堂（東京都
千代田区一ツ橋2-1-
2）

http://jipsti.jst.go.jp/rda/

第37回九州支部発表会 2016年３月5日 日本気象学会九州支部 九州大学理学部伊都
キャンパス（福岡市
西区元岡744）

「天気」62巻12号

第６回超高精度メソスケー
ル気象予測研究会

2016年３月７日 海洋研究開発機構，気象
研究所，京都大学防災研
究所

京都大学宇治キャン
バス防災研究所連携
研究棟（京都府宇治
市五ケ庄）

http://www.jamstec.go.jp/

hpci-sp/event/meso sg
2016/

第２回理論応用力学シンポ
ジウム

2016年３月８日 (主催)日本学術会議総合
工学委員会・機械工学委
員会合同力学基盤工学分
科会
(共催)日本気象学会

日本学術会議講堂
（東京都港区六本木
7-22-34）

日本気象学会2016年度春季
大会

2016年５月18
～21日

日本気象学会 国立オリンピック記
念青少年総合セン
ター（東京都渋谷区
代々木神園町3-1）

「天気」62巻12号

日本地球惑星科学連合2016
年大会

2016年５月22
～26日

日本地球惑星科学連合 幕張メッセ（千葉市
美浜区中瀬2-1）

「天気」62巻８号

第４回中部ライフガード

TEC2016～防災・減災・
危機管理展～

2016年６月２，
３日

(主催)名古屋国際見本市
委員会
(協賛)日本気象学会

ポートメッセなごや
（愛知県名古屋市港
区金城ふ頭2-2）

第26回ゴールドシュミット
会議

2016年６月26日
～７月１日

(主催)日本地球化学会
(協賛)日本気象学会

横浜国際平和会議場
（神奈川県横浜市西
区みなとみらい1-1-
1）

http://goldschmidt.info/
2016/
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第53回アイソトープ・放射
線研究発表会

2016年７月６
～８日

(主催)日本アイソトープ
協会
(共催)日本気象学会

東京大学弥生講堂
（東京都文京区弥生
1-1-1）

http://www.jrias.or.jp/

seminar/cat4/506.html

可視化情報全国講演会（日
立2016）

2016年10月８，
９日

(主催)可視化情報学会
(協賛)日本気象学会

茨城大学日立キャン
パス（茨城県日立市
中成沢町4-12-1）

第24回風工学シンポジウム 2016年12月５
～７日

(共催)日本建築学会(幹
事学会)，日本風工学会
(副幹事学会)，日本鋼構
造協会，土木学会，日本
気象学会

日本建築学会建築会
館ホール（東京都港
区芝5-26-20）

〝天気"63．1．

66

 

66

：「編集後記」編集後記 ，編集委員の任期で

ある二年に一度巡って

の担当は

は事務局に属している

けれども，編集書記の補助としての記事校正が主な役

まわりである．事

くる．私

名いて，各号を交代で担当

しているが，今回，自分の文章を校正する機会が巡っ

てきた．校正といっても，内容や文章構成ではなく，

おもに数式や横文字などの整形に重点がある．このた

め，単純作

務局は５

がちではあるが，図表位置の調整

での行送り指示などで，編集書記の技術に感心するこ

とも多い．その他，校正担当号の編集会議の司会も行

う．編集会議では，新着論文の担当者決定や査読原稿

ごとの進捗共有などを委員が行っている．参加にはわ

ざわざ大手町へ足を運ぶ他，ウェブ経由も可能である．

いつもは数時間で会議が終わるため，事務局固有の役

まわりは，先に述べた校正が主である．１月号を

業になり

実時間は年末から正月明けで，ややタイトとなる．

ここまで，編集委員の役割の一部を紹介しました

が，事務局以外にも様々な仕事があります．来期（今

年６月～）が近いので，興味を持たれた方は近くの編

集委員に声をかけて下さい．編集会議は委員会の基本

的な枠組みですが，昨年12月には両指が余る程度な

ど，出席率が低迷気味です．楽観的に捉えれば，イニ

シアチブを発揮しやすい状況です．文章を読み書きす

る機会は多くとも，原稿から出版までの過程に関わる

機会はそれほど多くありません．この稿が参画の契機

となれば幸いです．

最後に，左段の行頭をもって挨拶とします．一行の

文字数が少なくやや不自然になりましたが，自分で校

正するため崩れることはないと思います．たったこれ

だけの制限でもかなり疲れましたが，たまには普段と

異なる頭の回路を働かせるのも良いものです．

（蟻坂隼史)

校正

する


